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未来メンタルヘルス学分野
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

熊﨑博一：西の街から(第17回)児童思春期精神科領域をめぐる話題(1). 厚生福祉 6738: 10-11, 2022.
熊﨑博一：自閉スペクトラム症児の嗅覚特性. 日本耳鼻学会雑誌 61(2): 251-255, 2022.
熊﨑博一：自閉スペクトラム症者への最新の科学技術を用いた治療. 小児内科 54(7): 1093-1097, 2022.
熊﨑博一：発達障害者へのヒューマノイドロボットを用いた支援の潜在性. 神経心理学 38: 130-136, 2022.
熊﨑博一：自律ロボットとの対話. 精神科治療学 37(10): 1129-1134, 2022.
熊﨑博一：目でみる精神疾患 発達障害者へのロボット支援診療. 日本医師会雑誌 151(S１):  2022.

熊﨑博一：西の街から(第16回)児童思春期精神科領域をめぐる話題(1). 厚生福祉 6735: 14-15, 2022.

熊﨑博一：メンタルヘルスの広場 ロボットによる発達障害支援. 心と社会 53(4): 99-104, 2022.

熊﨑博一・教授 プログラム委員 第６3回日本児童青年精神医学会総会

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

1 0 3 2 5 17

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

熊﨑博一・教授
国際学会連絡・国際交流基金運営委員会
委員

日本児童青年精神医学会

熊﨑博一・教授 編集委員 日本総合病院精神医学会

熊﨑博一・教授 Autism Research, Editorial Board 国際自閉症会議

熊﨑博一・教授 編集委員 日本小児精神神経学会

熊﨑博一・教授 編集委員 日本社会精神医学会

熊﨑博一・教授 ホームページ委員 委員長 日本小児精神神経学会

熊﨑博一・教授 代議員 日本小児精神神経学会

熊﨑博一・教授
精神科医・精神科医療の実態把握・将来
計画に関する委員会委員

日本精神神経学会

熊﨑博一・教授 小児精神医療委員会委員 日本精神神経学会

熊﨑博一・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(A)
発達障害学生のオンライン授業における複
数ロボットによる支援システムの開発

熊﨑博一・教授 プログラム委員 第６2回日本児童青年精神医学会総会

熊﨑博一・教授 評議員 日本社会精神医学会

基盤研究(B)
認知バイアスから自閉症者の行動を探る：
自閉症者の診療場面における説明再考に向
けて

研　究　題　目

熊﨑博一・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(A)
ひきこもりの生物心理社会的病態理解に基
づく多元的な支援法開発

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

熊﨑博一・教授
国立研究開発法人科学技術振興
機構

分担

 (JST)CREST
納得感のある人間-AI協調意思決定を目指す
信頼インタラクションデザインの基盤構築
と社会浸透

熊﨑博一・教授
国立研究開発法人科学技術振興
機構

分担
 (JST)ムーンショット型研究開発事業
誰もが自在に活躍できるアバター共生社会
の実現

熊﨑博一・教授 日本学術振興会 分担
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 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

熊﨑博一・教授
九州大学、大阪大学、宮崎大
学、山口大学、筑波大学

基盤研究（A）:「ひきこもりの生物心理社会的病態理
解に基づく多元的な支援法開発」

日本学術振興会 代表
新学術領域研究(研究領域提案型)
対人恐怖症患者に対話継続を促す診察支援
ロボットの開発 

熊﨑博一・教授

国立大学法人大阪大学、京都大
学特定非営利活動法人翔和学
園、脳情報通信総合研究所、産
業技術総合開発研究所

ムーンショット型研究開発事業 ： 2050年までに、人
が身体、脳、空間、時間の制約から解放された社会を
実現　「誰もが自在に活躍できるアバター共生社会の
実現」

熊﨑博一・教授
国立情報学研究所、北海道大
学、岐阜大学

JST CREST：「納得感のある人間-AI協調意思決定を目
指す信頼インタラクションデザインの基盤構築と社会
浸透」

熊﨑博一・教授 日本学術振興会 代表
学術変革領域研究(A)
自閉スペクトラム症児の感覚処理特性評価
研究から探る深奥質感認識個人差の解明

熊﨑博一・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(A)
発達障害者の交流を支援する半自律対話ロ
ボットに関する研究 

熊﨑博一・教授 科学技術振興機構 分担
未来社会創造事業 探索加速型
数理的社会情動能力の発達を促進するAI
エージェントシステムの開発 

熊﨑博一・教授

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

熊﨑博一・教授 日本学術振興会 代表
挑戦的研究(萌芽)
自閉スペクトラム症者の自己開示を促す多
数体ロボットシステムの開発 

熊﨑博一・教授
大阪大学、金沢大学、産業技術
総合研究所

基盤研究（Ａ）: 「発達障害学生のオンライン授業に
おける複数ロボットによる支援システムの開発」

熊﨑博一・教授
産業技術総合研究所、ヴァン
ダービルト大学

新学術領域（研究領域提案型）：人間機械共生社会を
目指した対話知能システム学「対人恐怖症に対話継続
を促す診察支援ロボットの開発」

熊﨑博一・教授 東京大学、追手門大学
基盤研究（B）:「認知バイアスから自閉症者の行動を
探る：自閉症者の診療場面における説明再考に向け
て」

熊﨑博一・教授 岐阜大学
学術変革領域（A）公募：「自閉スペクトラム症児の感
覚処理特性評価研究から探る深奥質感認識個人差の解
明」

熊﨑博一・教授 大阪大学、岐阜大学
JST 未来社会創造事業 : 「数理的社会情動能力の発達
を促進するAIエージェントシステムの開発」

熊﨑博一・教授 イブニング長崎 NHK長崎放送局 2022年4月22日
五月病について説明を行っ
た。

熊﨑博一・教授 長崎新聞とっとってmotto 長崎新聞 2022年8月26日

夏休み明けに増える子どもの
ストレスに関する説明を行っ
た。

熊﨑博一・教授
第19回日本認知心理学会優秀発
表賞【総合性評価部門】

日本認知心理学会 先端の研究成果が評価された

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

熊﨑博一・教授 SI2022 優秀講演賞  計測自動制御学会 先端の研究成果が評価された
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